
令和４年度第１回青森県地域医療構想調整会議（書面開催）に係る意見と対応【西北五圏域】

議題(2) 公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証等について

(1)令和
３年度病
床機能報
告の結果
について

(3)病院
プロ
フィール
シートに
ついて

(4)外来
医療の機
能の明確
化・連携
について

(5)青森
県外来医
療計画に
基づく共
同利用計
画及び医
療機器の
保有状況
について

(6)医療
介護総合
確保法に
基づく県
計画（医
療分）に
ついて

(7)医師
の働き方
改革と宿
日直許可
を巡る状
況につい
て

○公立・公的医
療機関等の具体
的対応方針の再
検証について
　高度急性期・
急性期機能の病
床を有する民間
病院を当該枠組
みに加えること
や協議の進め方
等について

適当ではない場合は、その理由、その他の意見等

○再検証対象
医療機関以外
の対応方針の
策定・見直し
について

適当ではない場合は、その理由、その他の意見等

西北五医師会 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

西つがる歯科医師会 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

青森県保険者協議会 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

つがる西北五広域連合
つがる総合病院

無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

つがる西北五広域連合
かなぎ病院

無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

つがる西北五広域連合
鰺ヶ沢病院

無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

(医)慈仁会 尾野病院 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

(医)白生会胃腸病院 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

増田病院 無 無 無 無 無 無

議題（3）関係
　つがる総合病院のＨＣＵについて、
早期の稼働を期待する。 適当である

　民間病院を加えると、大変だろうとは思うが、協議
するのは有益と考える。

適当である

(医)誠仁会 尾野病院 無 無 無 無 無 無 適当ではない

　公立病院と民間病院を並列で一定の拘束力を持って
病床削減に対応させるという事なのか。
　病院経営結果に対して、公的病院は公的資金が投入
され赤字補填がされ、民間病院は経営結果自己責任と
いう事実がある。
　まずは公的病院の再編・病床適正化に一定の結果を
出し、民間病院にはこれまで通り病床展開に関して方
針を報告・実行してもらうというやり方で良いと考え
る。
　ただし、民間でも休眠病床については削減というこ
とで強く勧奨する対応で良いと思う。

適当ではない 左記意見と同様。

(公社)青森県老人福祉
協会

無 無 無 無 無 無

　新型コロナ感染収束を踏まえての構想
としては、特段意見はない。
　Ｄｒの働き方や宿直内容に関しては、
制度上と現場の実情に多分な乖離がある
と思われる。やはりＤｒの確保が重要と
考える。

適当である 適当である

五所川原市 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

深浦町 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

議題

意見等
（議題 (1)、(3)～(7)関係）

機関・団体名
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議題(2) 公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証等について

(1)令和
３年度病
床機能報
告の結果
について

(3)病院
プロ
フィール
シートに
ついて

(4)外来
医療の機
能の明確
化・連携
について

(5)青森
県外来医
療計画に
基づく共
同利用計
画及び医
療機器の
保有状況
について

(6)医療
介護総合
確保法に
基づく県
計画（医
療分）に
ついて

(7)医師
の働き方
改革と宿
日直許可
を巡る状
況につい
て

○公立・公的医
療機関等の具体
的対応方針の再
検証について
　高度急性期・
急性期機能の病
床を有する民間
病院を当該枠組
みに加えること
や協議の進め方
等について

適当ではない場合は、その理由、その他の意見等

○再検証対象
医療機関以外
の対応方針の
策定・見直し
について

適当ではない場合は、その理由、その他の意見等

議題

意見等
（議題 (1)、(3)～(7)関係）

機関・団体名

鶴田町 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

中泊町 無 無 無 無 無 無 適当である 適当である

～　意見への対応　～
（１）(医)誠仁会尾野病院の意見について
　　　　議題（２）について
　　　　再検証にあたって、強制的に病床を削減させることはありません。今後の医療需要の見込みや病床利用率、医療従事者の確保見込み、地域の連携状況などから適正な病床の規模等をそれぞれの病院が検討した上で、
　　　調整会議で協議することになります。
　　　　また、休床中の病床については、県としても基本的には削減されるべきものと認識しており、休床病床を有する医療機関に対して、その取扱を確認していくこととしています。
　　　　なお、再検証対象外の医療機関については、これまで同様、第一義的な判断は、各医療機関が行い、対応方針についても、地域医療構想の方向性と異なる場合を除き、尊重致します。
　　　　※急性期機能病床を増床する等、地域医療構想の方向性と異なる場合は、個別に協議させていただきます。
　
　


